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「枝幸郡枝幸町周辺の甲虫相」の
訂正と補遺 その２

大木 裕 1, 芳賀 馨 2

１　〒 225-0015  横浜市青葉区荏田北 2-17-13
2  〒 330-0841  埼玉県さいたま市大宮区東町 1-16-1-804

要旨　筆者らは「枝幸郡枝幸町周辺の甲虫相 その１」（大木ほか 2022）および「枝幸
郡枝幸町周辺の甲虫相 その 2」（大木ほか 2023）において枝幸町とその隣接地域から
合計 61 科 733 種の甲虫を記録した。その後そのうちの 5 種に誤同定があることが判
明し、新規の同定による追加も含めて、前報「「枝幸郡枝幸町周辺の甲虫相」の訂正と
補遣」( 大木・芳賀 2024) において 61 科 746 種に訂正した。2025 年になって、新た
な誤同定 1 種と、同定が難しかったマルハナノミ科およびゾウムシ科キクイムシ亜科
での新規同定種が発生したので、本報告でその訂正と補遺を行い、一連の報告の締めく
くりとしたい。
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１．「「枝幸郡枝幸町周辺の甲虫相」の訂正と補
遺」における誤同定の訂正

［56］CERAMBYCIDE  カミキリムシ科
（誤）49 Eupogoniopsis tenuicornis (Bates)  ホソヒ
ゲケブカカミキリ

3exs., 追茶呑辺 , 15.VII.2017(O)
　「(O)」は採集者「大木裕」の略記である（以下
同じ）。

（正）49 Terinaea atrofusca Bates  クリイロチビケ
ブカカミキリ

3exs., 追茶呑辺 , 15.VII.2017(O)

２．新規の同定により種名が判明した種
［14］SCIRTIDAE マルハナノミ科 ( 吉富博之同定 )

Elodes kojimai Nakane  ムネモンマルハナノミ

　1ex., ウスタイベ , 3.VII.2015(O)

Contacyphon padi (Linnaeus)  キタクロチビマルハ
ナノミ

1ex., 函岳山頂 , 29.VII.2021(O)
本種は、北海道本島・国後島のほか、ロシア極

東、ヨーロッパ等に分布する国内道特産種である。

［61］ CURCULIONIDAE ゾウムシ科  Scolytinae キ
クイムシ亜科（三木巴月同定）
Heteroborips seriatus (Blandford) ハンノスジキク
イムシ

1ex., ウスタイベ , 4.VII.2015(O)

Polygraphus shariensis Niijima  シャリキクイムシ
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1ex., ウスタイベ ,15.VII.2017(O); 1ex., 同所 ,28.
VII.2018(O)

３.　集計表の修正
キタクロチビマルハナノミ以外の、訂正された

カミキリムシ科、および追加されたマルハナノミ
科とキクイムシ亜科の種はすべて、本州との共通
種である。函岳山頂は高山帯、ウスタイベと追茶
呑辺は海岸に属するので、枝幸町の植生帯別・分
布パタン別の甲虫の記録種数と構成比は表 -1 の
ように修正される。

まとめ
誤同定が新たに見つかったことで、カミキリム

シ科で 1 種を削除したが、カミキリムシ科では
訂正後の 1 種が加わり、マルハナノミ科で 2 種、
ゾウムシ科キクイムシ亜科で 2 種の追加があっ
た。その結果、「枝幸郡枝幸町周辺の甲虫相その
2」（大木ほか 2023）および「「枝幸郡枝幸町周
辺の甲虫相」の訂正と補遣」（大木・芳賀 2024）
での報告種に差し引き 4 種が追加され、61 科
750 種となった。
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　　　　　　　　表 -1 　枝幸町の植生帯別・分布パタン別の甲虫の記録種数と構成比

分布パタン 全体 高山帯 亜高山帯 ブナクラス域 海岸

本州以南共通種
659

（87.9%）

82

（81.2%）

79

（84.0%）

435

（89.9％）

351

（86.9%）

国内道特産種
84

（11.2%）

19

（18.8%）

14

（14.9%）

42

（8.7%）

52

（12.9%）

不明
7

（0.9%）

0

（0%）

1

（1.1%）

7

（1.4%）

1

（0.2%）

合計
750

（100%）

101

（100%）

94

（100%）

484

（100%）

404

（100%）
総記録種数に

対する構成比
（13.5%） （12.5%） （64.5%） （53.9%）


